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≪医見書 Ver3.4.2 機能追加について≫ 

 医見書 Ver3.4.2 では以下の内容に追加、変更しました。 

 

 【令和 8 年度診療報酬改定対応】 

■保険者詳細 

令和 8 年 6 月以降の診療報酬単価の設定に対応 

◇初診：293 点（291 点から変更） 

※ 

「医療情報取得加算」は令和 8 年 5 月 31 日までの加算であるため 

入力不可項目に変更 

◇診察・検査内容入力 

初診を選択した際に、摘要欄に「外来・在宅物価対応料」の文言を設定 

※ 

「医療情報取得加算」は令和 8 年 5 月 31 日までの加算であるため 

入力不可項目に変更 

 

■訪問看護指示書／精神科訪問看護指示書／特別訪問看護指示書／精神科特別 

訪問看護指示書の令和 8 年度診療報酬改定書式対応 

◇署名欄の文言「医師氏名」を「医師署名（又は記名押印）」に修正 

◇署名欄の「印」の固定文言を削除 

 

■主治医意見書／医師意見書／訪問看護指示書／精神科訪問看護指示書 

◇[傷病１]タブ 

・検索ボタンおよび登録／変更ボタンを押した際に、傷病名の確認に用いる 

傷病名コードの統一の推進リストを令和 8 年度診療報酬改定版に更新 

 

【不具合修正】 

■主治医意見書／医師意見書 

◇[請求]タブ 

・医見書 Ver.3.4.1 にアップデート後、主治医意見書／医師意見書の 

新規作成（新たな履歴を追加）した際に、前回の「申請日」および 

「請求書情報（診察・検査内容入力画面で入力した内容）」が画面上に 

設定され、請求書が「発行済」と表示される不具合の修正 

 

■証明書ファイルの設定 

  ◇WebORCA クラウド版との連携を行う際に必要となる「証明書ファイルの 

設定」と「証明書パスワードの設定」を行う画面を追加 
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 【WebORCA クラウド版との連携対応機能追加】 

■日医標準レセプトソフト連携（連携 API による WebORCA クラウド版との 

連携に対応） 

◇日医標準レセプトソフト連携（連携 API による WebORCA クラウド版との 

連携に対応） 

 ・画面項目「日医標準レセプトソフトバージョン」の選択肢に" WebORCA "を 

追加 

◇患者情報一覧 

 [日レセから検索する] （連携 API による WebORCA クラウド版との連携 

に対応） 

 ・通信設定に「WebORCA で検索する」のチェックボックスを追加 

 

※WebORCA クラウド版との連携対応機能追加には、医見書での 

Java のバージョンと WebORCA クラウドでご利用の証明書の場所の確認、 

証明書のパスワード、API キーが必要です。 

 

ご不明な場合は、WebORCA クラウドの導入業者様にご連絡いただき、 

ご確認をお願いいたします。 

 

 

【医見書 Ver3.4.2 の変更内容】 

■令和 8 年度診療報酬改定 

令和 8 年 6 月以降の診療報酬単価の設定に対応しました。 

 

◇初診料：293 点（変更前：291 点）に変更 

  また「医療情報取得加算」は令和 8 年 5 月 31 日までの加算であるため 

入力不可項目に変更しました。 

 

【初診料の変更方法】 

1）医見書の「メインメニュー」→[基礎データ登録（Ｂ）]→[「保険者」登録 

/更新画面（Ｂ）]を選択します。 

保険者一覧画面で該当する保険者の詳細画面を開きます。 

2）保険者詳細画面の[保険者情報２]タブをクリックします。 

3）画面右下の[令和 08 年診療報酬単価]をクリックして点数変更をおこない 

ます。 

 



3 
 

 【保険者詳細】画面 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇診察・検査内容入力 

初診を選択した際に、摘要欄に「外来・在宅物価対応料」の文言を設定 

また「医療情報取得加算」は令和 8 年 5 月 31 日までの加算であるため 

入力不可項目に変更しました。 

 

 【診察・検査内容入力】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 08 年診療報酬単価をクリッ

クすると、初診料が変更されます。 
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【診察・検査内容入力の設定方法】 

   1）該当利用者様の主治医意見書の入力画面を表示させます。 

 2）画面右上の「請求」タブをクリックします。 

3）「診察・検査内容入力」ボタンをクリックして設定をおこないます。 

 

 

■訪問看護指示書／精神科訪問看護指示書／特別訪問看護指示書／精神科特別 

訪問看護指示書の令和 8 年度診療報酬改定書式対応 

◇署名欄の文言「医師氏名」を「医師署名（又は記名押印）」に修正 

◇署名欄の「印」の固定文言を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主治医意見書／医師意見書／訪問看護指示書／精神科訪問看護指示書 

◇[傷病１]タブ 

・検索ボタンおよび登録／変更ボタンを押した際に、傷病名の確認に用いる 

傷病名コードの統一の推進リストを令和 8 年度診療報酬改定版に更新 

 

◇厚生労働省：令和８年度診療報酬改定について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67729.html 

※ 

第３ 関係法令・通知等⑴ 共通の「5 その他」 

・傷病名コードの統一の推進について（令和８年３月 27 日保険局医療課事務連絡）

に対応しております。 
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【不具合修正】 

■主治医意見書／医師意見書 

◇[請求]タブ 

・医見書 Ver.3.4.1 にアップデート後、主治医意見書／医師意見書の 

新規作成（新たな履歴を追加）した際に、前回の「申請日」および 

「請求書情報（診察・検査内容入力画面で入力した内容）」が画面上に 

設定され、請求書が「発行済」と表示される不具合を修正いたしました。 

 

■日医標準レセプトソフト連携（WebORCA クラウド版との連携に対応） 

画面目「日医標準レセプトソフトバージョン」の選択肢に" WebORCA "を追加 

し、WebORCA クラウドとの連携に対応いたしました。 

 

 

～ご注意～ 

WebORCA クラウド版と連携をおこなう場合は、医見書ソフトの Java のバージ 

ョンをご確認いただきます。 

 Oracle jre の 1.8.0_321 以上または OpenJDK.14 または 15 で動作いたします 

 ので、医見書の Java の確認を以下の方法でおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VM：Oracle Corporation1.8.0_321 以上または Oracle 

Corporation14.0.2 あるいは 15.0.2 ではないと連携でき

ません。 

 

画面右の場合、 

VM：Oracle Corporation1.8.0_271 なので、このバージョ

ンでは連携ができません。OpenJDK14 のインストールをお

こない、医見書の起動のファイルのリンク先の変更をおこ

なっていただきます。 
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【OpenJDK（java）導入方法】 

■Java のアンインストール 

1. 

キーボードの Windows マークを押しながら、「R」を押します。 

ファイル名を指定して実行という画面が表示されますので、 

名前(O):の右側の空欄に「control」と入力し[OK]をクリックします。 

コントロールパネルが表示されます。 

2. 

コントロールパネルが表示されましたら、右上の表示方法を 

[大きいアイコン]か[小さいアイコン]に変更してください。 

3. 

「プログラムと機能」をクリックすると、名前のなかに Java が 

ありましちたら、右クリックしてアンインストールをおこなってください。 

※ 

 Java がない場合はコントロールパネル画面を閉じて、以下の操作をお願いします。 

 

次に以下 URL にある OpenJDK（Java)のインストールをお願いします。 

  

https://ftp.orca.med.or.jp/pub/ikensyo/dl/openjdk_setup_14.0.2.exe 

  

インストールが完了しましたら、医見書のリンク先の変更を 

おこない、医見書の起動の確認をお願いいたします。 

 

PC のデスクトップにある[医見書システム ver2.5]にカーソル 

をあわせて、右クリック後、[プロパティ]を開き、リンク先の 

項目を以下に変更してください。 

  

C:¥openjdk¥bin¥javaw.exe -jar C:¥ikensyo2.5¥ikensyo.jar 

 

変更ができましたら、右下の[適用]をクリック後、[OK]を押し 

ていただき、医見書が正常に起動するかご確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

OpenJDK をインストールし、リンク先を変更

すると、画面左の VM が 14.0.2 になります。 
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Java の確認ができましたら、WebORCA クラウド版との連携をおこなうため 

以下記載の準備をお願いします。 

 

 

【WebORCA クラウド版との連携設定で必要な項目】 

・WebORCA クラウド版でご利用の証明書の場所の確認 

・WebORCA クラウド版でご利用の証明書のパスワード 

・WebORCA クラウド版でご利用の証明書の API キー 

  

 WebORCA クラウド版でご利用の証明書についてご不明な点がありましたら 

 導入業者様にご確認をお願いいたします。 

 

 

◆WebORCA との連携をおこなうには、以下記載の設定が必要となります。 

 

1）証明書の設定 

WebORCA でご利用のクライアント証明書の設定が必要になります。 

 

医見書［メインメニュー］→［設定］→[証明書ファイルの設定]の順に開きます。 

 

【証明書のファイル設定】画面が表示されますので、WebORCA のクライアント 

証明書の配置場所、また証明書のパスワードの設定をおこなってください。 

 

【証明書ファイルの設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）日医標準レセプトソフト連携 

医見書［メインメニュー］→［その他の機能］→[日医標準レセプトソフト連携］の順

に開きます。以下のように設定してください。 
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 【日医標準レセプトソフト連携】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定ができましたら、画面右上の「通信」をクリックします。 

 

患者様の一覧が表示されますので、取り込みたい患者様を選択し、 

画面右上の「取り込み」をクリックしてください。 

 

◆患者情報一覧（[日レセから検索する] （連携 API による WebORCA クラウド版 

の連携に対応） 

 

医見書［メインメニュー］→［「主治医意見書・医師意見書・各種指示書等」 

作成/編集］を開きます。患者情報一覧画面が表示されます。 

「日レセから検索する」にチェックをつけます。 

 

通信設定をおこない、保存後、患者 ID またはふりがなのいずれかを設定し、 

検索ボタンをクリックしてください。 

 

通信設定変更後、保存をクリックすれば、次回検索後改めて設定する必要は 

ありません。 

 

 

 

 

 

～Point～ 

API キーについて、ご不明な場合は、WebORCA 導入業者様にご連絡いただき、

ご確認のうえ設定をおこなってください。 

接続先ホスト：WebORCA の接続先を設定 

       https://weborca.cloud.orcamo.jp 

ポート番号：443 

ユーザー名：WebORCA クラウド版で設定しているユーザー名 

パスワード：API キーを設定 

日医標準レセプトソフトバージョン：WebORCA を選択 
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  【患者情報一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定ができましたら、「保存」をクリックします。「患者 ID」または「ふりがな」

を設定し、「検索」をおこなってください。 

患者情報一覧画面の「日レセ

から検索する」にチェックを

つけると「通信設定」ボタン

が表示されます。 

 

「通信設定」ボタンをクリッ

クすると左図画面が表示され

ます。 

接続先ホスト：WebORCA の接続先を設定 

       https://weborca.cloud.orcamo.jp 

ポート番号：443 

ユーザー名：WebORCA クラウド版で設定しているユーザー名 

パスワード：API キーを設定 


